
大阪府 健康医療部 薬務課

平成28年度
患者のための薬局ビジョン推進事業

(多職種連携による薬局薬剤師の在宅医療推進事業)

○事業実施期間
平成28年８月22日から平成29年３月31日まで

○事業主体
大阪府（モデル事業実施の委託先 一般社団法人大阪府薬剤師会）

○モデル事業実施地域
八尾市、柏原市、松原市、羽曳野市、藤井寺市、大阪狭山市、富田林市、河内長野市、

河南町、太子町、千早赤坂村

○協力機関
一般社団法人八尾市薬剤師会、柏原市薬剤師会、一般社団法人松原市薬剤師会、
羽曳野市薬剤師会、藤井寺市薬剤師会、大阪狭山市薬剤師会、一般社団法人富田林薬剤師会、
河内長野市薬剤師会、モデル事業実施地域に所在する薬局（318薬局）

○スケジュール
H28.8 府薬剤師会へ委託
H28.8 ワーキンググループ会議開催
H28.8 説明会の開催
H28.9～11 事業実施
H28.11 ワーキンググループ会議開催
H28.12～H29.1 事業結果の情報の集約
H29.3 報告書とりまとめ



【服薬管理（残薬調整）、残薬リスク・飲み忘れを防ぐ工夫の啓発】
薬局薬剤師が患者及びその家族等に医薬品の適正使用の観点から
残薬のリスク、お薬の飲み忘れを防ぐ工夫を啓発
また、お薬持参袋（ブラウンバック）の活用や他職種からの情報提供に
基づく服薬管理（残薬調整）を実施
⇒ アドヒアランスの向上 ＆ 残薬問題の解消

事業概要

かかりつけ医

歯科医師・訪問看護師・
ケアマネ・ヘルパー等

かかりつけ
薬剤師・薬局患者

ブラウン
バッグ

「きちんと服薬できていない」
「残薬がある」情報共有

ワーキンググ
ループ
・事業内容の検討

（実施方法・指標等の
検討）

・事業の評価

（報告書のとりまとめ）

服薬管理・残薬管理の推進を切り口とし、地域における多職種連携を推進

府民への啓発
在宅における
服薬管理

【残薬リスク啓発】

残薬のリスクを啓発。ブラウンバッグ（お薬バッグ）の配
布、服薬管理・残薬調整・・・【残薬調査】へ

①自己紹介・声掛け

②服用薬の確認（薬歴・お薬手帳の活用）

ａ．服薬良好（残薬なし）

○お薬手帳のない方・
１冊にまとめていない方

③服薬指導

ア．服薬状況の確認
服薬状況の確認
（残薬の内容の確認）

イ．お薬の飲み忘れを防ぐ工夫を啓発

ｂ．服薬に問題あり（残薬あり）・服薬状況が不明
（把握できない）

お薬手帳の重要性について説明

・ １か所にまとめて保管する、一包化、お薬カレンダーの利用 等

残薬調査・アンケート

患者説明・同意取得

初回調査

最終調査

関係者との情報共有

概ね1か月

【残薬調査】

○服薬指導の結果、服薬に問題ありと判断
された患者について以降の調査を行う。

残薬調査・アンケート

調査と啓発の流れ



府民向け啓発資材

啓発に用いたブラウンバッグ



残薬リスク啓発の実施状況

• 事業を実施した318薬局のうち、141薬局
（44.3%）から回答が得られた。薬局店頭に
おいて、のべ13,320人に対しマニュアルに
基づいた残薬リスクの啓発を行った。また啓
発を行った患者のうち、のべ570人にブラウ
ンバッグを配布した。

対応事例について

• 残薬リスクの啓発及び服薬指導の結果、患者対
応事例について、うまくいった事例、うまくいかな
かった事例に分け自由記載で回答を求めた。

多職種連携に関する事例 25件
一包化に関する事例 20件
薬剤師の在宅訪問に関する事例 10件
お薬カレンダー導入に関する事例 6件
患者家族とのやりとりに関する事例 5件
お薬手帳に関する事例 5件
その他 30件

患者への薬局薬剤師の対応による事例 39件
患者の服薬意識に関する事例 21件
その他 32件

うまくいった
事例

うまくいかな
かった事例



残薬調整にかかる調査

• マニュアル及びフローに従って服薬指導及び残
薬リスクの啓発を実施した141薬局のうち、82薬
局において、患者209人分の残薬調整を行った。

平均年齢 76.1歳
最高齢 97 歳

最年少 22 歳

男性 79人
女性 114人
不明（無記入） 16人

一人当たりの医療機関数
平均1.51件、最大8件

一人当たりの疾患数
平均3.48、最大10

年齢

性別

初回調査 最終調査 初回-最終
残薬金額
（円）

品目数 残薬金額
（円）

品目数 削減額（円）

平均 11,575 6 4,227 2.5 7,339
最大 273,019 38 166,067 22 175,595

残薬の金額（薬価ベースで計上）と品目数

（H27保健所実施調査）
残薬金額
（円）

品目数

平均 7,786 4
最大 104,750 26

参考



患者アンケート

初回調査
希望する 148人

（71%）
希望しない 55人

（26%）
無記入 6人

（3%）
合計 209人

不要薬の廃棄について 処方調整について

初回調査
希望する 164人

（78%）
希望しない 40人

（19%）
無記入 5人

（2%）
合計 209人

（H27保健所実施調査）

希望する 31人
（47%）

希望しない 35人
（53%）

合計 66人

（H27保健所実施調査）

希望する 30人
（45%）

希望しない 36人
（55%）

合計 66人

参考 参考

多職種連携に関する事項

今後薬局に対して希望すること（複数選択あり）

（人）
薬剤師と確実に相談できる連絡先と時間を知りたい 10
高度医療機器（特定保守管理医療機器）の販売・貸与・相談
に応じてほしい

2

在宅訪問に合わせて調剤済医薬品を配達してほしい 8
定期処方に基づく無菌調剤（IVH等）に対応してほしい 2
緊急処方に基づく無菌調剤（麻薬の痛み止め等）に対応して
ほしい

2

24時間対応してほしい 2
退院時共同カンファレンスに参加してほしい 4
その他（特になし） 3
無記入 13



多職種連携に関する事項
薬局薬剤師との連携状況について（複数選択あり）

（人）
ふだんから顔見知りなので密にやり取りしている。 22
地域単位で窓口があるのでそこに連絡することにし
ている。

1

今回初めて連絡してみたが、今後もお薬のことで相
談してみたいと思う。

5

今回初めて連絡してみた。今後はわからない。 1
薬剤師が訪問指導していることを知らなかった。 3
その他※ 2
無記入 3
※内容
薬剤師の訪問時間をヘルパーの在宅時間に合わせる。

問題があれば連絡してくれている。

多職種連携に関する事項 その他

• その他、自由記載形式で意見を求めたところ、「ト
ロミ剤について相談にのってもらえた」「薬がのめ
ていない様であったがこんなに余っているとは知
らず連絡を受けてびっくりした」といった情報共有
事例に関する意見を得られた。



考察

• 今回の事業は、残薬リスクと飲み忘れの啓発を行い、残薬を切り口と
して在宅医療の推進や多職種連携を推進することを目的として実施し
た。薬局店頭や健康展等において広く啓発を行ったことにより、残薬リ
スクのある患者の掘り起こしができ、服薬管理や在宅への参画につな
げることができた。患者の服薬意識の向上には、今後も継続して残薬
について啓発し、患者との信頼関係を築くことが有効であると考えられ
た。

• また、他職種アンケートにおいては、薬剤師の在宅訪問、特に服薬管
理に対し好意的な意見があったものの、未だに薬剤師の訪問指導に
ついて知らなかったという意見もあり、今後も継続して他職種向けの周
知を行っていく必要がある。

• 事業の実施方法については、同意書の取得や、調査内容の複雑さ、
煩雑さなどについて、改善すべき点がいくつかあったが、患者向けの
啓発や他職種への周知など、本モデル事業を通じて有用であると考え
られた。

課題・今後の方針

• 残薬のリスクについて患者の意識を高めていくことが必要。
– 患者に対しお薬手帳の活用や、残薬リスク・飲み残しを防ぐ工
夫の啓発を引き続き行う（市町村広報などを活用することも検
討）。

• 薬局薬剤師の業務について対物業務偏重から対人業務重視へ
移行が必要。

– モデル事業において作成した事例集等を活用し、薬局薬剤師
への啓発を行い、他地域でも展開を図る。

• 在宅医療等の多職種連携について薬局薬剤師がさらなる参画が
必要。

– 薬局薬剤師が多職種連携の一翼を担えるよう関係者と協力し、
取り組む。


